


































48 地 域 学 論 集 第 １ 巻 第 ３ 号（2005）
Ⅲ 北東アジア地域間協力ネットワークの構造
（１） 地域間経済交流の進展と北東アジア
戦後北東アジアの地域形成
経済交流の進展
（ａ）「海峡経済圏」（ｂ）「環日本海経済圏」
（ｃ）「環黄海経済圏」（ｄ）「北回帰線経済圏」
（ｅ）「東アジア地中海経済圏」
cf.小川雄平『東アジア地中海の時代』明石書店、2004年、100－126頁。
（２）北東アジア「安全保障共同体」をつくること――政治的側面
市民的な共同体意識
「地域秩序」の５つのタイプ
①ヘゲモニー争いを含むパワー・ポリティクス
②大国協調
③安全保障レジーム
④多元的安全保障共同体
⑤ゆるやかな結合
「人間の安全保障」
・専門家や政策エリートだけでなく多次元的レベルにおける市民のネットワークへの拡大
・アイデンティティ
・市民的公共圏
Ⅳ 新しい「地域秩序」と自治のあり方を求めて
・「九州・福岡」から見る地域間交流・協力の中核としての「日韓共同生活圏」
・大学・研究者――知に基礎をおいた専門家集団の国境を越えたネットワークの役割
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東アジア地中海経済圏
出所：小川雄平『東アジア地中海の時代』明石書店、2004年、105頁
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